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日本眼科学会認定専門医 （日本眼科学会：第 16507 号） 
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水晶体嚢拡張リング（CTR）講習会受講修了 
iStent 認定医 
厚生労働省認定臨床研修指導医 
共用試験医学系 OSCE 評価者認定講習修了（頭頸部：17-01-02-0133 号） 
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日本網膜硝子体学会 
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Association for Research in Vision and Ophthalmology (ARVO) 
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網膜静脈分子閉塞症に伴う黄斑浮腫患者を対象とした FARICIBAM の有効性及び安全

性を検討する第 III相多施設共同ランダム化二重遮蔽実薬対照比較臨床試験（BALATON） 
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網膜中心静脈閉塞症又は半側網膜静脈閉塞症に伴う黄斑浮腫患者を対象とした
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Global Ocular Inflammation Workshop (GOIW) 2019, 2019/6/28-30, Sapporo, 
眼炎症教育プログラム, セミナー1「炎症病態・サイトカイン」 

9. “マロンジアルデヒドと加齢黄斑変性” 
第 39 回日本眼薬理学会, 2019/9/14-15, 名古屋 
シンポジウム１「バイオマーカー」 

10. “シリコーンオイルの生理” 
第 73 回臨床眼科学会, 2019/10/24-27, 京都 
シンポジウム１6「手術から学ぶ網膜生理」 

11. “脱臼 IOLをそのまま逢着した手術後に PVRを惹き起こした症例” 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会, ランチョンセミナー「白熱！硝子体俱楽部-
Round4-」 
2020/11/27, 福岡 

12. “硝子体術者に相性が良い緑内障デバイスと手術の考え方” 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会, イブニングセミナー「硝子体手術 My Way III -
私が愛用する surgical instrument-」2020/11/27, 福岡 

13. “手術と科学で考える網膜診療と緑内障診療のマッチング” 
第 22 回沖縄眼研究フロンティア, 2021/1/30, 那覇 (Webinar) 

14. “硝子体同時手術における IOL選択基準の変遷” 
第 125 回日本眼科学会総会, 2021/4/8-11, 大阪 
ランチョンセミナー18, スペシャリストの眼内レンズ〜こだわりの基準と IOL選択
〜 

15. “網膜硝子体疾患研究の進め方：硝子体サンプルの解析と病態解明” 
第 125 回日本眼科学会総会, 2021/4/8-11, 大阪 
スキルトランスファー 1, 眼科基礎研究スキルトランスファー ～対象疾患に応じ
た基本戦術とスキルを身につけよう～ 

16. “AMDと炎症 〜腸内細菌は網膜疾患に関係あるのか〜”（基調講演） 
第 54 回日本眼炎症学会, 2021/7/23-24, 仙台 
ランチョンセミナー11, 腸内細菌と眼炎症 

17. “手術と科学で考える網膜診療と緑内障診療のマッチング Vol.2” 



第 9 回西東京 Ophthalmic Seminar, 2021/9/30, 東京 (Webinar) 
18. “糖尿病網膜症における神経障害の病態理解とオメガ３脂肪酸内服による治療の可

能性” 
第 27 回日本糖尿病眼学会総会, 2021/10/8-9, 大津 
シンポジウム２「糖尿病網膜症の細胞生物学と新規治療の可能性」 

19. “リピドミクスで明らかになるオメガ３脂肪酸の神経保護効果” 

第 126 回日本眼科学会総会, 2022/4/14-17, 大阪 
シンポジウム 10「オミクス解析によって開かれる新しい扉」 

20. “緑内障を意識した網膜硝子体治療” 
第 10 回ふじのくに眼科フォーラム, 2023/1/8, 浜松 

21. “硝子体液中の鉄を標的とした眼トキソプラズマ症の病態理解と新規診断法・治療

法の開発” 
第 445 回東海眼科学会, 第 11 回指名講演, 2023/3/5, 岐阜 

22. “網膜硝子体手術の静と動” 
第 127 回日本眼科学会総会, 2023/4/6-9, 東京 
イブニングセミナー, えみちゃんねる。限界突破の世界観 2 

23. “知って得する低侵襲硝子体手術” 
第 127 回日本眼科学会総会, 2023/4/6-9, 東京 
モーニングセミナー, 知って得する 眼科見聞録 2023 

24. “シリコーンオイルと感染症の意外な共通点  ” 
第 102 回 筑波 TOC, 2023/7/15, つくば市 
 

＜特別講演＞ 
1. “加齢黄斑変性の新規治療ターゲットとしてのヒスタミン H4 受容体” 

第 120 回日本眼科学会総会 2016.4.7-10,仙台 
日本眼科学会学術奨励賞記念講演 

2. “腸内細菌叢と近視” 
第 4 回近視研究会学術集会 
特別講演 2019/11/9, 東京 

  



＜学内業務歴＞ 
2022.5〜  薬事委員 
2021.9〜  教授専攻委員会委員 
2021.2〜  医局長 
2021/2〜  ペイシェント・セイフティ・マネージャー 
2021.4〜  専門研修プログラム研修（実務）担当者 
2016.2〜2021.3 手術部、材料部及び外科系集中治療部運営協議会協議員 
2014.4〜2021/3 臨床系コア・カリキュラム W.G.委員 
2013.1    センター試験監督 
2014.4〜2021/3 OSCE W.G.委員 
2012.10〜2023/3 アイソトープ総合センター分館運営委員 
 
＜学生講義＞ 
医学部：眼科学講義 
医学部：選択講義（眼先進医療） 
全学教育科目（現代医療と生命科学） 
医学部：臨床実習 I（水曜：手術見学・金曜：国試対策） 
医学部：臨床実習 II 
 
＜指導大学院生＞ 
11 名 
 
＜日本眼科学会専門医資格論文指導＞ 
3 名 
 
＜その他活動＞ 
2014 年度〜  眼科分子生物学研究会世話人  
2019 年   第 23 回眼科分子生物学研究会会長 
2020 年 1 月 6 日  愛知県医師会市民講座演者 
愛知県医師会健康教育講座演者「意外と知らない近視・遠視に潜む病気」 
2020~2023 年度  秋田大学医学部非常勤講師 
2022~2023 年度  帯広畜産大学原虫病研究センター共同研究員 
2023 年 1 月〜  糖尿病眼学会理事 
2023 年 3 月〜  DPC（診断群分類）検討ワーキンググループ（株式会社健康保

険医療情報総合研究所（MDC技術班）） 


